
田園園
田園岡 主、二三茅ノ

第2回NPO法人六樹会パソコンサロン役員会議事録

日　　　時　平成25年11月6日(水曜日)午前10時00分から

場　　　所　奈良県立社会福祉総合センター2階　ボランティアルーム

出　席　者　鎌田　洋、中垣　修、長演康彦、松本久美子、松本はるみ、横尾敏雄

(オブサーバー参加者)

笹尾　裕久、佐藤　弘、藤崎　和子、松本　啓、

資　　　料　第2園役員会議案集

審議事項

第l号議案

第2号議案

第3号議案

第4号議案

第5号議案

第6号議案

前期活動を振り返うそみて

アンケート結果について

来年度の活動について

講座運営体制について

講師体制について

その他

(敬称省略)

開会

定刻に、代表の横尾さんが議長となり、役員会の開催を宣言した。

出席者報告

役員全員の出席を確認するとともに、笹尾　裕久、佐藤　弘、藤崎　和子、松本　啓氏に参加を要請して、オ

ブザーバーとして参加を頂いた。

議事録書名人選出

議長から議事録著名人の選出について諮ったところ、「議長一任」の声があったので、横尾さんから松本(久)

さん、松本(は)さんの両名を指名したところ、満場一致をもって選出した。

議案審議結果

第1号議案　前期活動を振り返って

事務局長より議案集に基づき、各教室の実施状況について説明され、了承された。

主な報告として、基礎科において2名の辞退者が出ているが、当初から懸念されていた方である。県ボ教室の

出席率が91%と他の教室に比べて低いが、各コースともに計画通り進めている。

第2号議案　アンケート結果について

事務長より議案集に基づき、去る10月16日の「六樹会サロン」で実施した会員に対するアンケート結果の

報告がなされた。主な報告内容及び審議結果は、次の通りである。

①　講師の確保、育成が本会の大きな問題があるが、10名の方が何らかの期待をもっておられ、今回の役員

会にオブザーバーとして参加して頂いた。(佐渡さん、山下さんは、欠席)
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②　サポーターの人数としては十分であるが、質として不十分であり、一人一人のパソコン操作の技術向上と、

サポート技術の向上が望まれるところである。

③　新たにパソコンを購入してでも多くの活動を望んでいる方がいる反面、今回のアンケートで全て「出来な

い」と回答された方もおられ、本会の主旨を十分理解されて入会されているか疑問を感じる若干の会員が

いるのが現状である。

④　アンケート結果を総合的に考えれば、より積極的に活動をしたい意欲旺盛な方々に、講師、サポーターを

務めてもらうのが、講座の質の向上の早道であり、今後の講座運営の基本とする。

第3号議案　来年度の活動に向けて

事務局長より議案集に基づき、来年度の活動について提案がなされた。審議結果は、次の通りである。

1.基本計画(日程)について

提案通り、了承された。

詳細は、別紙「平成26年度　NPO法人六樹会パソコンサロン活動計画」の通りである。

2.パソコンサロン・基礎科の募集について

①　募集の基本は、パンフレットの配布であり、「受講生なくして本会の活動がないところ」であり、会員

の積極的な協力をお願いしたい。また、受講生の口コミが一番であり、来年2月に協力を要請する。

②　橿原市及び宇陀市の広報の掲載については、中垣さん及び長濱さんから交渉状況の報告がなされた。

③　昨年までは先着順で受講生を決定していたが、来年度は公開抽選として、26年3月14日(金曜日)

午後1時から宇陀市中央公民館榛原分館で実施する。

④　受講生は、講座運営&募集要項を重視して、会員及び受講生の紹介といえども、概ね60歳代の方に

限定する。

⑤　来年度の受講生の持ち込みパソコンは、Win8.1、Win8、Win7とする。その為に必要な

技術取得のために、次回の六樹会サロンでWin8.1の学習会を計画する。

3.相談サロンおよび応用科終了生に対する取り組み

①　来年度の相談サロンは、約30名程度の相談者が想定されるが、相談員は主に講師担当者が務める。

②　年度末に相談者にアンケートを取り、ミニ講座の必要性を再検討する。

③　今年の反省を行い、来年の応用科終了生には、本会への入会については、積極的な勧誘は行わない。

4.六樹会サロン

①　本年度は多くの新会員を迎え、サポーターの技術を身につけるために2か月に3回開催をしているが、

来年度は月1回にして、単に「六樹会サロン」ではなく、本会の総会、講師研修会等のイベントにも

使用する。

②　「六樹会サロン」の開催目的は、主に新技術の習得とし、サポーターに必要な知識・技能は自己習得

を基本とする。自己習得に当たっては、テキスト、プレゼンテーション資料、練習問題の解き方を用

いて学習をするとともに、橿原教室の聴講制度を積極的に活用する。

第4号議案　講座運営体制について

現在の講座運営と会員の要望(コメント結果)から、講座運営の抜本的な見直しを行い、事務局長より議案集

に基づき提案された。審議結果は、次の通りである。
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l.講座総括担当

これまで「メイン講師」と呼称して、各コースのメイン講師とともに、講座の企画・カリキュラムの検討・

テキストの編集・受講生のメールによる添削指導・自宅サポート等の作業を鎌田さんが担当していたが、

各コースの「メイン講師」は、佐渡さん、松本(啓)さん、横尾さんと4人で分担して、「メイン講師」以

外の作業は、「講座総括担当」と名称を変え、引き続き鎌田さんが担当する。

2.メイン講師

①　メイン講師の役割は、担当コースの開催責任者とし、会場の確保から受講生の管理まで全てを担う。

②　メイン講師、講座担当日以外は、サポーターとして参加し、講師のサポートともに他のサポーターの

指導に当たる。

3.サポーター

①　サポーターの配置は、これまで同様に横尾さんが担当し、会員のサポーターレベルと参加意欲を総合

的に勘案し、講座運営の充実を第一に考えて決める。

②　各コースのサポーターは、特定のメンバーでチームを組み、より受講生の実力を把握して受講生一人

一人合ったサポートに努め、受講生との信頼関係を築き、応用科卒業後の相談サロンに繋げる

③　応用科のサポーターは、受講生8名につき1名の配置を基準にしているが、応用科のサポーターの確

保と技術取得のために、来年度は4名に1名の配置とし、増加枠は今後応用科のサポーターを目指す

方に振り分ける。

4.講座内容

①　橿原教室の講座を本会の講座の標準講座とし、各コースの講座内容は、メイン講師の責任のもとに、標

準講座を参考に受講生のレベルにあった講座内容とする。

②　ただし、操作方法はテキストに話述されているものを基本とする。特に、サポーターはテキストととも

にホームページの「練習問題の解き方」を熟知してサポートに当たり、独自の操作方法の説明は行わな

い。

第5号議案　講師体制

今回、新たに講師を目指す方に参加を頂き、各人の講師担当に対する考え方・要望を聞き、下記の通り取り

まとめた。なお、橿原第2教室については、今回欠席の佐渡さんの意見を聞くとともに、山下さんのお話を

聞き、最終的な講師担当の配置は、横尾さんに一任する。

メイン講師 ��Winの基本 �Wordの学習 �Excelの学 �Winの基本 �Wordの学習 �画像処理 

(責任者) ��操作 (基礎科) �(基礎科) �習 �操作 (応用科) �(応用科) 

橿原教室 �鎌田 ��鎌田 �鎌田 �鎌田 �鎌田 �鎌田 �鎌田 

第2教室 �佐渡 �� � � � � � 

宇陀教室 �松本(啓) ��松本(啓) �長濱 �松本(啓) �鎌田 �松本(啓) �鎌田 

香芝教室 �横尾 ��横尾 �松本(久) �鎌田 �鎌田 �横尾 �鎌田 

県ボ教室 �鎌田 �� � �//// �鎌田 �鎌田 �鎌田 

相談サロン �横尾 �相談員は、講師担当者が主体に 

六樹会串ン �鎌田 � 
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第6号議案　その他

1.宇陀市民講座の開催について

事務局長より議案集に基づき説明がなされ、了承された。

2.新年宴会について

事務局長より議案集に基づき説明がなされ、了承された。

3.会場設備の整備について

議案集には掲載されていないが、事務局長より資料に基づき提案があり、①　メイン講師用パソコンの整備

と、②　年度末に、来年度の会場設備の増設を図ることとした。

以上をもって議事全部を終了し、12時に閉会した。

以上この議事録が正確であることを証します。

平成25年11月20日

議　長相姦放壌
議事録著名人釆去布ける牛

議事録著名人社章㍉久実訂

4



!寒 “⑳ 騎 �轟 �『ミミミ �で牽 「=基 �〇〇〇 嗣 �Co 患申 � � 

舗 �くe �く○つ 一〇〇〇 �○ ○農 �「ヽ ぐu � � 

K �lで) �eJ �○○ �qe � � 「〇〇〇 �.0i〇〇〇 �○○ 

善 �寸" �〇〇° �∴くり∴ �○○ � � ∴下さ ¥、翻 轡 ���.〇〇〇 �▼○○: �ぐu 

室 �ぐブ � � � � � 
鮮 ���e 1〇〇〇 �ト、 .“ �す ぐヾ �〇〇〇〇 ぐう 

隅 �○○ � �`o 1"○○ � �e くつ � 

顕 �モ" �㊧㊧ �回葺参 で“臼 �ぐヾ 剣 �の Q咄 � 

∴薫∴ �華 �障ミ �専置 く手=碧 �「〇〇〇 剣 �e㊨ ふ」 � � 

紳 �く○ �くつ 「○○" �霊 �「、 ぐヾ � � 

蒋 �○○ �ぐu �○) �く○ � � 側 ′鵡 ���il““ �○○ �○○ 

善 �寸 �▼○○ �∞ �○○ � � 陣、 /:’闘¥ 態 ���▼"“ �/・事- �ぐヾ 

室 �くつ �e �「、 �軍書 � � 
駈 ���1"" �1"○○ �○○ 

Ⅲこ �Ou �電子 �(〇 〇〇"" �緯 � � 

顕 �1〇°" �賃の �抵∋ ○○""" �剣 くヽI � � 

∴薫二言 �剥 �ぐう �⊂⊃ 「辱政事 �恥 1○○"● �噂 常連 �「■一〇 〇つ � 

館 �ぐu �○暮 �くo 「"○○ �隷 �e くつ � 

K �○○"" �∞ �はつ �ぐu ぐヾ �e〕 N � ¥中 断 ����▼〇〇〇 

善 � �○○ �葛書 �∴1○○ �○○ � 
:洋二 ’③‡1 ’餞 ����〇〇〇 �/N �O農 

そ � �く○ �く葛ブ �e ぐヾ �〇、 〇u � 

駈 ����〇〇〇〇 

隅 � �tで〕 �型∵ “〇〇〇〇 �e) ▼○○● �云 � 雪子 

顕 � �電⊃ �tこここ⊃ 〇〇日 �㊧㊤ 「○○● �喰 剛 � 

蝶 -ミリ∴ ノく千二、 騎 �賃青 戸亘 �蟹∋ �(:●「 i戸 �㊧ †ぎ」 �い ざミ � � 

鯛 �はう �ぐu 「○○ �誓 �ぐブ ぐヾ � � 

∴善 �寸 �1〇〇 〇"“ �∞ 1""" �はう ぐヾ � � 

嘗 �くつ �e �ト、 �“寸● � � 
㊥ /虎諏 ���1""" �〇〇〇 �ぐu �i○○ くつ 

そ �ぐヾ �eり �く○ 1"li“ �くつ ぐ葛 �○ くつ � 

Ⅲこ �1"○○ �/∞二 �uう 1"" �隷“ �ぐD ○○ � 

馳. � �「、 �勺" �「〇〇〇 曾屯 �co 合唱 � 

、撃 �事 �市田 �○○ �齢 で○○重" �曾ヾ ぐ噂 �部 ぐヾ � 

餉 � �「ヽ �寸 1""" �1〇〇 〇u �∞ Ou � 

K � �qプ �○○ �○ ○u �卜 Ou � 
、干⊃ 言古二 ∴荘子 ����〇〇〇 

首 � �lくつ �ぐu �① �くe � ∴綺’、 ����裏〇　、 �/「○○ �ぐヾ 

睡 �き � �寸 �1〇〇〇 �∞ �○○ � 

醒 藤懸 ・議 ����〇〇〇" �1〇〇〇 �Ou 

喝 � �○○ � �l“ヽヽ 〇〇〇● �三国ニー � 

顕 � �鳥羽 �の �く曇 i案 �ぐう 唇酒 �(⊃ ぐう 

嘆 �串 �て討 �▼〇〇 〇千)二二 �∞ (ここごく �し鴨 こ高 � � 

紳 �くつ �e 1““ �’〇〇、 〇〇〇° �葛す ぐu �.〇〇〇 くず) � 

忙 �Ou �e) �く○ �e} �e � 
◎ ����〇〇〇〇 �○○ �ぐ〕 

● �善 �「○○ �∞ �望 �繕 �をD ぐu � 

室 � �卜、 �寸 〇° �1〇〇° ○○ �∞ ぐu � 

喝 � �くe �茸 �e ぐヾ �将 � 

醍 � �なつ �6屯 「教""t �㊥ .富i"ii" �心∋ ぐu � 

珪 �ぐ∋ �まつ くず要") �㊨ ぐヽ豊 �甲賀も 唇導 � � 

網 �l轟 �ぐu 1●○○ �∴云 ▼"" �ぐブ ○○ � � 

目 �言 �∴辛 �葛す �1〇〇〇 ▼"○○ �∞ ii〇〇〇〇 �調う ○○ � � 

t �● �善 �ぐ) �e 章"○○ �= �葛申 ¥剛/, � � 

烹 �ぐヾ �e) �くe 1〇〇〇 �ぐつ ぐu �e ぐう � 

喝 �○○○○ �這 �はう 細○○ �ー,ふ や �e) ぐヾ � 

園 � �庁舎⇒ �警 �マ=三=つ 電専 �⑤o ∈ヾ � 

轟 �闘 �⑳ �ぐう .手こ:つ �簿 �㊧ の � 

紳 �〇〇〇〇 �○○ �はウ 1""" �詳 �eり ぐ葛 � 

帥 ●● �培 � �トー �葛す 〇〇〇● �.〇〇〇〇〇 〇〇 �∞ ぐu � 

● �嘗 � �勺o �ぐ○ .書i○○○ �亀 �寓 � 

そ � �置で〕 �ぐヾ 〇〇〇 �○) 1〇〇〇 �Q○ ○ヾ � 

Ⅲこ � �寸" � �∞ 1"○○ �箋` � 

距 � �色の �㊦ �い〇、 �∈牽 制 �く平田" ぐ青 

十十 �趣高 �嗣 “三〇"一 �の 〇〇〇i �qさ ぞヽ¥j � � 

餉 �軍書 �葛"〇 〇〇〇 �箪 �!」鴨 ぐu � � 

弼 ��K �くつ �e i○○“ �「ヽ 「""" �ヽす ぐヾ �i〇〇〇 く輸ブ � 

1● ⑪ ��雫 �ぐヾ �e鴎、 �筆 �栽 �○ ○9 � 

室 �i〇〇〇 �∞ �○○ 1〇〇〇 �ぐu ぐヾ �e) ぐu � 

Ⅲこ � �トヽ � �〇〇〇〇 〇ヾ � � 

/閏 � �く○ �くり で電着 �○ ○J �〇、 〇u � 

輩 �ヽ、e �呼 や=雪= �〇〇〇〇 一三上 �e㊨ @轟 � � 

側 �くら �ぐう 1l- �e ぐヾ �〇、 〇u � � 

捕 ● �蒋 �軸京 �ぐヾ .- �e〕 .〇〇° �く○ ○u � � 

雷撃 ● �善 �寸" �十十、 〇〇〇〇 �.宣言 後○○● �塚“ � � 

ネ �くつ �〇 〇〇〇 �富“ヽ 1○○i" �葛す ぐu � � 

聾 �Ou �尋 �くe �ぐ女 �e � .〇〇〇 �了やu �ぐ7 

認 �「●〇〇〇 �㊧㊧ �トラ (〇〇〇 �剣 曾山 �⊂鴫 的 � 

・日 �くつ �⊂⊃ ’○○なさ" �千〇・葛 「○○鴫 �寸 ぐu �1瞥○○ ぐ↑ � 

嘲 �ぐu �○) �e: 〇〇〇〇● �ぐo ぐu �e くつ � 

捕 �蒋 �1〇〇〇 �∞ �l○ ○""" �〇〇 〇u �G鴫 ぐu � 

日田 ● �茎 � �卜 �寸 葛○○ �高 �くか ぐu � 

そ � �くe �ぐo 「。○○ �罵 �いヽ N � 

喝 � �しくつ �:寸言 ▼"“∴ �e) 「“" � � 

顕 � �守 �守=∋ 〇〇〇〇 �㊨㊧ で〇〇〇 �巳の eu � 

轟 ! �むう �Qミう で““ごつ �寄ト で芦=事 �Ce 昏軸 � � 

制 �寸 �〇〇〇〇 〇〇° �くり 音’〇〇〇 �はつ ぐu � � 

目亀 �K �ぐう �○ ○"○○ �l-"ヽ “○"" �葛す ぐu � � 

†● ● �善 �ぐヾ �/e〕 �馨 �くつ ぐu �e ぐう � 

室 �1〇〇〇 �○○ �uう ず○○ �ぐu ぐヾ �○) ぐヾ � 

Ⅲこ � �1“〇、 �尋 ’"臆 �1"○○ ぐu �簿 � 

‡三三三三二三 �工H � �亀㊧ �ぐ") �㊧ eぜ �〇、・ 合せ � 

ヽ
ロ
も
総
連
(
懸
廿
)
　
′
ヽ
ロ
も
鮒
蜜
K
　
(
程
廿
)
　
介

瑚
轟
軸
性
-
介
　
□
　
　
　
　
軸
熱
望
虹
　
介
=
一
慈

軸
鵡
N
斌
堕
麒
　
令
　
書

軸
蕊
賞
嘆
　
(
荘
甘
)
　
介

軸
鵡
蝶
理
　
合
　
間
　
(
電
卓
)

国
憲
霹
媒
入
口
皐
入
門
ネ
写
鮒
轟
培
Y
顆
e
血
と
　
理
財
㊥
州
領
計

(
(
昧
能
瀬
馳
鮒
叫
韓
国
N
蛛
)

Ⅲ
①
平
看
[
廿
峨
N
蟹
汁


